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   舟木優斗 

３ 要旨 

 松川浦におけるヒトエグサ養殖では、要因が明らかになっていない葉体の短小化等の生育不

良が報告されており、収穫量に大きな影響を及ぼしている(冨山・涌井 2010)。生産者が懸念す

る要因として挙げているのが淡水の影響である。このため、本試験では淡水に 24 時間浸漬した

ヒトエグサの生長を調査し、処理区と対照区に差がなく、淡水の影響はないことを確認した。 

                                                                                                                           

（１） ヒトエグサを淡水に浸漬すると、組織が膨潤して死亡するとさ

れ(尾形 1956)、ノリ生産者からも生育不良の要因として淡水の

影響が挙げられている。 

（２） 川口前と岩子の試験網の網糸を用いて、淡水(宇多川河川水)に

24 時間浸漬した処理区と海水に 24 時間浸漬した対照区を各 2

本設定した。 

（３） 浸漬直後のヒトエグサ組織を検鏡したところ、処理区は対

照区と比較して組織が変形し、損傷していた(図 1)。 

（４） 浸漬後 3 カ月間の葉長推移では、対照区と比較して処理区のみ

の短小化(葉長が半分程度まで短くなる事象)等の生育不良など

はみられなかった(図２)。24 時間の淡水への浸漬により組織

の損傷はみられるものの、その後の生長に影響はないこと

を確認した。 
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図 1 処理区と対照区のヒトエグサ組織 

図 2 処理区と対照区のヒトエグサ

葉長の推移 


